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［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、区民の気運醸成と外国人観光客
へのおもてなしの充実を図るため、講座を実施する。
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平成２９年度　事務事業評価シート

（１）多様な学習活動の支援

なし根拠法令等

事務事業名 オリンピック・パラリンピック生涯学習講座

　

生涯学習課

行政計画 事業NO. 130 計画事業名
事業の開始・終了年度

オリンピック・パラリンピック生涯学習講座
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[事業開始]

①学習の機会と環境の充実

その他

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅱ-３．学びと交流の仕組みづくり

 [施　　策]
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オリンピック・パラリンピック生涯学習講座の実施(指定管理)
全部委託

補助金の有無

２７年度 ２８年度

事務事業コスト

(単位：千円)

評価

委託の有無

事業目的

活動指標
-

所
管

長期総合
計画体系

 [基本目標]

事業対象

維持

評
価
結
果

必要性

区内在住、在勤または在学者

2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向け、オリンピック・パラリンピックの歴史や大会の楽しみ方、外国
人観光客を迎えるために必要な語学・習慣や区の歴史・伝統や文化等の講座を全区的かつ定期的に開催し、区内全域での
気運醸成を図る。

オリンピック・パラリンピック生涯学習講座開催講演：オリンピック・パラリンピックの理念等を紹介し、区民が開催国の一員と
して夢と希望を持って大会開催を迎えられるようにするための講座開催をＰＲするため、アスリート等による講演会を実施す
る。
オリンピック・パラリンピック生涯学習講座：オリンピック・パラリンピックの歴史や、外国人観光客を迎えるために必要な語学・
異文化理解、また、日本文化や台東区の歴史等の学習講座を年5講座実施する。

生涯学習講座数

講演参加者数

生涯学習講座受講者数（延べ）

講演実施回数

人

人

回

講座

講座の周知を目的とした講演会については27年度に開催し、その目的は一定程度達成されたため、28年度
はより具体的な内容に絞ったため、費用の削減につながった。3

2020年東京大会を契機とし、オリンピック・パラリンピックの歴史や大会の楽しみ方、外国人観光客の迎え方
を学ぶことは2020年東京大会をより良いものとするだけでなく、閉会後にも区民の意識として強く残ると考えら
れ、本事業の必要性は非常に高い。

語学やおもてなし講座の応募率、受講率から外国人観光客を迎えるための意識は高まっていると考えられ
る。

3 生涯学習ラーニングスクエアを担当する指定管理者と連携することで、効果的な講座となった。
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